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登録番号

省エネ事例部門　金融機関等分野



応募内容説明書
2026年度省エネ大賞




応募テーマ名

共同応募者含めて全ての応募者が中小企業に該当する場合はチェック

☐
応募者（社）名

	代表者（社）名
	

	共同応募者（社）名
	


主要製品・
サービス


業種




１．サマリー （1ページ以内）
1.1　企業・工場・事業場等の全体概要及びエネルギー管理体制等
☐　省エネ法に基づく特定事業者に該当　　　☐　エネルギー管理指定工場等に該当
	応募者の概要として、従業員数、活動期間、省エネ・脱炭素支援を経営上どのように位置づけているか、支援のための体制、組織などを記載してください。他の支援機関等と連携した活動がある場合は、その機関等も含めた体制も記載してください。なお、本取り組みは、地域の不特定多数に対する金融機関等の全般的な活動なのか、特定企業に対する支援活動なのかを明記してください。







1.2　応募内容概要 （ キーワード　：　　例　伴走支援、ESG融資、設備更新融資、地域脱炭素）
	省エネ推進支援活動の全体概要を、活動成果（削減量及び削減率）、支援件数、省エネ支援内容、方法、省エネ設備等導入後のフォローアップなどを含め、簡潔に全角350文字以内に記載してください。また上部カッコ内に今回の活動内容をキーワードとして記載してください。







[bookmark: _Hlk127991063]1.3　省エネ大賞応募歴
	[bookmark: _Hlk130822869]省エネ大賞で、本応募に関連する応募歴または受賞歴がある場合は、受賞の種別含め必ず記載してください。応募が有る場合は、過去の応募案件と今回の応募における新たな取り組みの違いが分かるよう対照表等にわかりやすくまとめてください。また、過去省エネ大賞に応募された案件については、その後の新たな取り組みであることが必要となります。









２．詳細説明　(下記 3． 4．補足資料を含め 9ページ以内)
*記載例を参考に簡潔に記載してください。
	2.1　省エネ活動の背景、経緯（これまでの取組み実績）及び目的等
省エネ支援の活動を事業者としてどのように位置づけ実施しているか、その目的、背景や経緯を記載してください。また、支援先が持つ課題に対しどのように支援してきたか記載してださい。




2.2　エネルギー管理体制事業者全体における省エネ支援体制、各部署の役割、外部支援機関・専門家連携などがあればそれらの体制、役割などを記載してください。






2.3　主な実施内容（省エネ推進活動）とその成果
応募者が支援事業者などと共に行っている省エネやCN推進に係る融資や技術面の支援活動等について、省エネ、CNの計画策定支援を含め、その活動内容を効果と共に分かりやすく記載ください。また、特定の事業者に対する活動の場合は、可能な限り支援先のエネルギー、CO2の変化などについても明記願います。






2.4　今後の課題と取組み計画今後、省エネ支援活動を継続的に実施する際の課題、支援先の省エネ推進の課題に合致した支援方針・計画を記載してください。





３.審査評価項目毎のまとめ
	3.1　先進性・独創性実施した支援策について、他者にない新たな視点や独創性について記載してください。



3.2　省エネ性[bookmark: _Hlk127755702][bookmark: _Hlk127755703][bookmark: _Hlk127755561][bookmark: _Hlk127755562][bookmark: _Hlk131065251]支援実績件数、支援先が実施した省エネ取り組みによるエネルギー削減について可能な限り記載してください。また投資誘発効果の大きさ、継続的省エネへの貢献について記載してください。







3.3　汎用性・波及性
当該支援について他金融機関での導入可能性、業種横断での適用可能性、企業等支援モデルとしての展開性、地域での波及効果について記載してください。




3.4　改善持続性支援体制や融資商品の制度化、定期的フォローの仕組み、人材育成プログラム・社内での顕彰制度など企業等への支援を持続的に実施する方法について記載してください。







４.その他受賞歴、外部発表等
	省エネ大賞以外に、本応募に関連する受賞歴がある場合は記入してください。この場合、他の受賞案件との違いがあれば記入してください。本事例に関する表彰等の外部評価がある場合は、アピールポイントとして記載してください。
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